
■熊本地震後の石垣構造評価フロー（案） 

熊本地震発生 

孕み出し指数評価 
擁壁として安定計算 
円弧すべり計算 

石垣崩落 
石垣異常（孕み等） 
修復対象範囲 

石垣異常なし 

約8,200㎡（確定） 約23,600㎡ 
（変更の可能性あり） 

約47,200㎡ 
（変更の可能性あり） 

修復石垣構造評価断面選定 
(修復 → 耐震補強追加) 

残存石垣構造 
評価断面選定 

  孕み出し指数（%）＝ 
孕み出し量 δ （cm） 

孕み出し部の石垣高さ H （m） 

≧6 ・・・・・不安定 

熊本城の石垣状況  

外観よりふるいわけ 

FEM解析(石垣基礎) 
DEM解析(石垣本体) 

一次検討評価 

二次検討評価 

一次・二次検討評価基準なし ≒ 石垣本体構造評価不可 

落石防止 
ﾈｯﾄ設置 
 
 
 
 
 

立入り禁止柵 
設置 

 
 
 
 
 

落石防止ネット 

石
垣 立入り禁止柵 

石垣が崩落した
場合、落石が考
えられる範囲 

石
垣 

裏栗石粒度調整 
 
 
 
 
 

（強度○割程度増） 

裏栗石粒度調整 
+ 

積石控え長大 
 
 
 
 
 

（強度○割程度増） 

裏栗石粒度調整 
+ 

ジオテキスタイル設置 
 
 
 
 
 

（強度○割程度増） 

公開（立ち入り禁止解除）する場合 

防護壁 
設置 

 
 
 
 
 

安全壁 
石
垣 

そのまま積み直し 
 
 
 
 
 

（強度増なし） 

石垣前面 
埋戻し 

 
 
 
 
 

盛土埋戻し 

石
垣 

END 

文化財的観点より可能な石垣補強（内的補強）を検討 

安全対策（外的補強）等を検討 

※構造評価を検討 
  （必要箇所のみ） 

※検討 
  参考例 

※検討 
  参考例 
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通行路 
確保 

 
 
 
 
 

石
垣 

通行路確保 

通行路 
高架 

 
 
 
 
 

石
垣 

通行路高架 

併用 
もありうる 


